
東
部
地
区
部
落
問
題

研
究
会
は
、
岩
国
・
下

松
・
柳
井
・
上
関
・
周

南
支
部
な
ど
が
中
心
と

な
り
開
催
し
、
今
年
で

17
回
を
迎
え
る
。

開
会
行
事
で
は
主
催

者
を
代
表
し
て
坂
田
正

実
行
委
員
長
が
挨
拶
を

お
こ
な
い
、
来
賓
あ
い

さ
つ
で
は
福
田
良
彦
・

岩
国
市
長
よ
り
、
「
人

権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ

た
21
世
紀
は
す
で
に
７

年
が
経
っ
た
。
し
か
し
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々

な
人
権
侵
害
が
続
い
て

い
る
。
法
律
の
整
備
と

と
も
に
人
権
教
育
・
啓

発
を
し
っ
か
り
と
行
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

今
後
と
も
、
同
和
問

題
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
意
識
を
解
消
す
る
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
、
激
励
の
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

全
体
講
演
①
で
は

「
差
別
っ
て
い
っ
た
い

な
ん
や
ね
ん
？
～
あ
い

つ
ぐ
差
別
事
件
か
ら
～
」

と
題
し
て
、
川
口
泰
司
・

山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
か
ら
の

講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

川
口
さ
ん
か
ら
は
、

こ
こ
数
年
、
県
内
で
続

発
す
る
あ
い
つ
ぐ
差
別

事
件
の
報
告
と
、
市
民

か
ら
の
人
権
相
談
の
中

で
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
課
題
に
つ
い
て
提
起

さ
れ
た
。

学
校
現
場
の
課
題
と

し
て
は
①
人
権
教
育
と

い
う
名
の
も
と
に
、
部

落
問
題
学
習
が
な
く
な
っ

て
い
る
現
実
、
②
「
知

識
」
で
な
く
「
反
差
別

の
主
体
者
」
と
な
る
人

権
学
習
を
目
標
、
③

「
こ
こ
ろ
が
け
」
「
お

も
い
や
り
」
な
ど
の
徳

目
主
義
的
・
人
権
教
育

の
克
服
、
④
「
縦
割
り

の
人
権
学
習
」
か
ら

「
横
軸
の
人
権
学
習
」

へ
な
ど
の
課
題
が
提
起

さ
れ
た
。

社
会
啓
発
の
課
題
と

し
て
は
①
「
む
か
し
の

話
」
「
今
は
、
そ
ん
な

部
落
差
別
と
か
な
い
」

（
現
状
認
識
の
甘
さ
）

②
「
身
近
に
な
い
」

「
自
分
は
差
別
し
な
い

し
、
関
係
な
い
」
（
無

関
心
）
、
③
「
そ
っ
と

し
て
お
け
ば
自
然
に
な

く
な
る
」
（
根
強
い

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
）
、

④
「
部
落
出
身
と
見
な

さ
れ
た
く
な
い
」
（
リ

ス
ク
回
避
と
し
て
の
差

別
）
、
⑤
結
婚
差
別
の

現
実
・
身
元
調
査
（
利

害
が
絡
ん
だ
と
き
に
ホ

ン
ネ
が
）
⑥
「
社
会
意

識
と
し
て
の
差
別
観
念
」

（
多
く
の
市
民
が
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
）
、

⑦
悪
質
な
人
権
侵
害
に

対
す
る
指
導
・
救
済
の

限
界
（
人
権
侵
害
救
済

法
の
必
要
性
）
な
ど
の

課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

最
後
に
川
口
さ
ん
は
、

自
身
の
結
婚
差
別
の
経

験
を
通
し
て
「
差
別
は

す
る
側
を
不
幸
に
す
る
、

だ
か
ら
自
分
の
た
め
に

学
習
を
！
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
全
体
講
演
②

で
は
「
戦
前
・
部
落
青

年
の
苦
悩
ー
松
木
淳
・

桂
哲
雄
」
と
題
し
て
、

布
引
敏
雄
・
大
阪
観
光

大
学
教
授
よ
り
講
演
が

お
こ
な
わ
れ
た
（
２
面
）
。

戦
前
山
口
県
で
の
部

落
青
年
の
活
動
家
・
松

木
淳
が
部
落
の
ト
ラ
ホ
ー

ム
治
療
に
尽
力
し
た
話

や
、
松
木
の
後
を
受
け

た
桂
哲
雄
の
部
落
の
人

た
ち
と
の
満
州
移
民

「
山
口
村
開
拓
団
」
な

ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

第
22
回
人
権
啓
発
研

究
集
会
が
２
月
13
、
14

日
に
、
名
古
屋
国
際
会

議
場
に
て
開
催
さ
れ
全

国
か
ら
３
５
０
０
人
が

参
加
し
、
地
域
や
職
場

で
の
人
権
教
育
・
啓
発

の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
協
議
し
、
こ
れ
か
ら

の
展
開
に
つ
い
て
学
習

し
た
。

初
日
、
全
体
会
は
２

会
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

全
体
会
１
で
は
「
国

際
人
権
法
の
展
開
と
日

本
」
と
題
し
て
東
京
大

学
法
学
部
教
授
の
岩
沢

雄
司
さ
ん
、
「
障
害
者

差
別
を
な
く
す
千
葉
県

条
例
」
と
題
し
て
毎
日

新
聞
記
者
の
野
沢
和
弘

さ
ん
の
記
念
講
演
が
お

こ
な
わ
れ
た
。

全
体
会
２
で
は
、

「
愛
知
県
に
お
け
る
部

落
差
別
の
実
態
」
と
題

し
て
部
落
解
放
同
盟
愛

知
県
連
書
記
次
長
の
山

崎
鈴
子
さ
ん
よ
り
、
愛

知
県
の
部
落
女
性
の
実

態
調
査
の
報
告
と
、
昨

年
発
覚
し
裁
判
で
有
罪

判
決
が
で
た
差
別
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
事
件
の
報
告

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

犯
人
は
26
歳
の
青
年

で
「
当
時
、
無
職
で
暇

だ
っ
た
」
か
ら
差
別
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
。

学
校
で
同
和
教
育
は
受

け
て
お
ら
ず
、
「
２
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
「
部
落
は

や
ば
い
、
こ
わ
い
と
こ

ろ
」
な
ど
書
き
込
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
で
部
落

に
興
味
を
持
っ
て
作
成

し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

続
い
て
「
今
日
の
部

落
差
別
に
ど
う
対
応
す

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は

弁
護
士
の
丹
羽
正
雄
さ

ん
、
近
畿
大
学
教
授
の

北
口
末
広
さ
ん
、
部
落

解
放
同
盟
愛
知
県
連
合

会
執
行
委
員
長
の
吉
田

勝
夫
さ
ん
の
３
人
で
、

部
落
解
放
・
人
権
研
究

所
の
西
村
寿
子
さ
ん
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

つ
と
め
た
。

二
日
目
は
、
７
つ
の

分
科
会
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
別
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
応
じ

た
議
論
と
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。

（１） 第２３号 （毎月１回発行） 解放新聞山口県版 ２００８年３月２８日

○差別事件の糾弾闘争を強化

○全ての学校で同和教育実践を！
○全自治体で同和・人権行政を！
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山
口
県
東
部
地
区
部
落
問
題
研
究
会
第
17
回

講
座
が
、
２
月
21
日
（
木
）
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩

国
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
地
元
の
行
政
・
企
業
・

運
動
団
体
、
関
係
者
な
ど
７
０
０
人
が
参
加
し
、

今
後
の
人
権
・
部
落
問
題
解
決
に
む
け
た
有
意

義
な
講
座
と
な
っ
た
。

「今日の部落差別」について議論するパネラー

福田良彦・岩国市長など多くの来賓から激励メッセージがおくられた


